つた もの をと り 出して、 一 つの 見当 をつ ける 事 は、 

却々 困難で あるが、 先 大体、 とた まし ひとは、 違 

ふ もの だと 言 ふ 見当 だけ をつ けて、 此話を 進めたい。 

いづれ、 最初に^ の考 へがあって、 後に たまし ひの 

観念が 出て 来たの だら う、 と 言 ふ 所に 落ちつく と 思 ふ。 

^^の 分化 —— 神と 4^ と 

日本人の に対する 考へ 方に は、 歴史的の 変化が あ 

る。 日本の 「神」 は、 昔の 言葉で 表せば、 ^と 称す 

べき ものであった。 それが、 いっか 「神」 とい ふ 言葉 

で飜 訳せられ て 来た。 だから、 ^で 残って 居る もの 

も あり、 神と なった もの も あり、 書物の 上で は、 そこ 



に 矛盾が 感じられ るので、 或 時 はた まとして 扱 はれ、 

或 所では、 神と して 扱 はれて 居る ので ある。 

1^ は 抽象的な もので、 時あって 姿 を 現す ものと 考へ 

たのが、 古い 信仰の 様で ある。 其が 神と なり、 更に 其 

下に、 4^ と 称する ものが 考 へられる 様に もな つた。 

即、 1^ に 善悪の 二方 面が あると 考 へる やうに なって、 

人間から 見ての、 善い 部分が 「神」 になり、 邪悪な 方 

面が 「もの」 として 考 へられる 様になつ たので あるが、 

猶、 習慣と して は、 1^ とい ふ 語 も 残ったの である。 

先、 最初に^ の 作用から 考 へて 見る。 

我々 の 祖先 は、^ の 生れ 出る のに、 いろくな 方法- 



順序が あると 考 へた。 今風の 言葉で 表すと、 其 代表的 

な ものと して、 卵生と 胎生との、 二つの 方法が あると 

考 へた。 古代 を考 へる のに、 今日の 考へを 以てする の 

は、 勿論い けない 事 だが、 此は 大体、 さう 考 へて 見る 

ょリ為 方がない ので、 便宜上 かう した 言葉 を 使 ふ。 此 

二つの 別け 方で、 略よ い 様で ある。 

胎生の 方に は 大して 問題がない と 思 ふから、 茲 では、 

卵生に 就いて 話 をす る。 さう すると、 の 性質が 訣 

つて 来る と 思 ふ。 

なる . うまる • ある 

古い もので 見る と、 なると 言 ふ 語で、 「うまれる」 こと 



を 意味した のが ある。 なる. うまる. ある は、 往々 同 

義 語と 考 へられて 居る が、 g は、 「あら はれる」 の 原 

形で、 「うまれる」 と 言 ふ 意 はない。 た y 「うまれる」 

の 敬語に、 転義した 場合 は ある。 万 葉な どに も、 此語 

に、 貴人の 誕生 を考 へたら しい 用語 例が ある。 けれど 

も、 厳格に は、 神聖なる もの、 「出現」 を 意味す る 言 

葉であって、 貴人に 就いて 「みあれ」 と言うた の も、 

あら はれる . 出現に 近い 意 を 表した と 見られる ので あ 

る。 即、 永劫 不滅の 神格 を 有する 貴人に は、 誕生と 言 

ふ 事がない。 休みからの 復活で あると 信じた ので ある。 

^が 「うまれる」 の 敬語に 転義した 訣が、 そこに あ 



る。 

うまる の 語根 は、 うむで ある。 うむ は 「はじまる」 と 

関係の ある 語らし い。 うぶから 出て 居る 形と 見られる- 

此 に対して、 ¥ ^と 言 ふ 語が ある。 ^^は、 形 を 具へ 

て 出て 来る、 即、 あれ いづで あるが、 ^は、 初め か 

ら形を 具へ ないで、 もの、 中に 宿る 事に 使 はれて 居る _ 

く はしく は、 なり いづと 言 ふべき である。 

此^の 用語 例が 多くな つ て 来る と、 なと 言 ふ 語 だけ 

に 意味が 固定して、 なを 語根と した、 g と 言 ふ 語な 

ども 出来て 来た。 ^と 言 ふ 語に は、 別に、 もの、 内 

容が 出来て くる —— 充実して 来る —— と 言 ふ 同音異義 



の 語が あるが、 元は 一 つで あるに 相違ない。 同音異義 

でな く、 意義の 分化と 見るべき であらう。 

発生に 於け る 三 段の 順序 

たまごの 古い 言葉 は、 かひ (穎) である。 「うぐ ひすの、 

かひ この 中の ほと ゝ ぎす」 などの 用語 例が 示して ゐる 

様に、 たまごの 事 を かひ こと 言うた。 蚕に も此 意味が 

あるの かも 知れぬ が、 此は 姑く、 昔からの 「飼 ひこ」 

として 預けて 置かう。 

もの を 包んで 居る のが、 かひで ある。 米の こと を かひ 

と言うた の は、 靱に 包まれて 居る から 言うた ので、 即、 

籾が^^ なの だが、 延 いてお 米の 事に もな つたので あ 



る。 ちか ひ. も、 かひ. しるに も かひに もな どの、 用 

語 例で 見る と、 昔は靱 のま、 食べた のかと も 思 はれる _ 

靱は 吐き出し たので あらう。 さう でない と、 ^3 の 使 

ひ 方が 不自然で ある。 

^^は、 もなかの 皮の 様に、 もの を 包んで 居る もの を 

言うた ので、 此 から、 蛤 貝. 蜆 貝な どの 貝も考 へられ 

る 様になつ たので あるが、 此^ 3 は、 密閉して 居て、 

穴の あいて 居ない のがよ かった。 其 穴の あいて 居ない 

容れ 物の 中に、 どこから か 這 入って 来る ものが ある、 

と 昔の 人は考 へた。 其 這 入って 来る ものが、 ^^であ 

る。 そして、 此 中で 或 期間 を 過す と、 其：^ を 破って 



出現す る。 即、 あるの 状態 を 示す ので、 かひの 中に 這 

入って 来る のが、 ^である。 此が^ の 本義で ある。 

^を 果物に のみ 考 へる 様になつ たの は、 意義の 限定 

である。 併し 果物が なると 言うた の も、 其 中に ものが 

這 入って 来る の だと 考 へたからで、 原の 形 を 変へ ない 

で 成長す るの が、 熟する である。 熟する とい ふ 語に は、 

大きく 成長す ると 言 ふ 意 も 含んで 居る ので ある。 

かやう に 日本人 は、 もの ゝ 発生す る 姿に は、 原則と し 

て 三 段の 順序が あると 考 へた。 外から やって来る もの 

があって、 其が 或 期間 もの ゝ 中に 這 入って 居り、 やが 

て 出現して 此 世の 形 をと る。 此三 段の 順序 を考 へたの 



である。 

^の 信仰から 生れた 民譚 

竹と リ 物語の かぐや 姫 は、 此^^の、 適切な 例と 見ら 

れる。 此 物語に は、 ^と 言 ふ 語 は 使って ない が、 な 

いだけ に、 却って 信用が 出来る 様に 思 はれる。 

なよ 竹の かぐや 姫 は、 山の 中の 竹の、 お —— 節と 節と 

の 間の 空間 —— の 中に やどって 育った。 其 を 竹と りの 

翁が 見つけて つれて 来る。 此 物語 は、 純粋の 民間 説話 

でな く、 其 をと つて 平安朝に 出来た 物語で あるから、 

自然 作意が ある。 姫が どうして、 竹の^ 6 の 中に 這 入つ 

たかな どゝ 言 ふ こと も 言 はれ て はない。 天で 失敗が あ 



を 流れて 来た、 との 伝説が 附随して 居る。 此壺に は、 

蓋が あった。 桃 太郎の 話より は、 多少 進化した 形と 見 

られ る。 

^^の いれもの 

日本の 神々 の 話に は、 中には 大きな 神の 出現す る 話 も 

ないで はない が、 其よりも 小さい 神の 出現に 就いて、 

説かれた もの、 方が 多い。 此らの 神々 は、 大抵 もの、 

中に 這 入って 来る。 其容れ 物が う つぼ 舟で ある。 g 

の やうに、 人工的に つめ をした もので なく、 中が う 

つろ になった ものである。 此に 蓋が あると 考 へたの は、 

後世の 事で ある。 書物で 見られる もので、 此 代表的な 



神 は、 すくな ひこな である。 此神 は、 適切に たまと 言 

ふ もの を 思 はす。 即、 お ほくに ぬしの 外来 魂の 名が、 

此 すくな ひこな の 形で 示された の だと も 見られる。 

此神 は、 か V みの 舟に 乗って 来た。 さ、 ぎの 皮衣 を 着 

て 来たと も あり、 ひと リ 虫の 衣 を 着て 来たと も あり、 

鵝 或は 蛾の 字が 宛てられて 居る。 ^^は の 実 

だと も 言 はれる が、 とにかく、 中の うつろな ものに 乗 

つて 来たので あらう。 嘗て 柳 田 国 男 先生 は、 彼 荒い 海 

中 を 乗り切って 来た 神で あるから、 恐らく 潜航艇の や 

うな もの を 想像した の だら うと 言 はれた。 

かやう に 昔の 人 は、 他界から 来て 此 世の 姿になる まで 



の 間 は、 何もの かの 中に 這 入って ゐ なければ ならぬ と 

考 へた。 そして 其容れ 物に、 う つぼ 舟 • たまご • ^7 

ごな ど を考へ たので ある。 

ものいみの 意味 

何故かう しても の、 中に 這 入らねば ならぬ のであった 

か。 其 理由 は、 我々 に は訣ら ぬ。 或は、 姿 をな さない 

他界の ものであるから、 姿 をな すまでの 期間が 必要 だ、 

と考 へたので あつたか も 知れない。 併し、 もう 一 つ、 

ものが なる 為に は、 ぢっ として 居なければ ならぬ 時期 

が あるとの 考へ もあった 様 だ。 が 固い 殼に 

包まれて ぢ つと して ゐ るの も、 

が 力 

冬眠 をす るの も、 



昔の 人に は、 余程 不思議な 事に 思 はれた に 相違ない。 

光線 も あたらない、 暗黒の 中に、 ぢっ として 居た もの 

が、 やがて 時が くれば、 其 皮 を 脱いで、 立派な 形と な 

つて 現れる。 古代人 は、 そこに 内容の 充実 を考 へたの 

であらう。 

此話 は、 日本の 神道で 最大 切な 事に 考 へて 居た、 ^ 

3y と 関聯が ある。 ものいみ は、 此 自然界の 現象から 

思 ひついた 事で あるかと も考 へられる が、 或は、 さう 

した 生活が あった 為に、 此 話が 出来た のか も 知れない。 

此は 今のところ、 どちらと も 言へ ない が、 とにかく、 

古く 日本に は、 神事に 与る 資格 を 得る 為に は、 或 期間 



をぢ つと 家の 中、 或は 山の 中に 籠らねば ならなかった 

ので ある。 

^に 籠る と 言 ふこと は、 蒲団の 様な もの を 被って ぢ つ 

として 居る 事であった。 大嘗 会の 真 床 覆 衾 (神代 紀) 

が 其で ある。 さう して 居る と、 魂が 這 入って 来て、 次 

の 形 を 完成す ると 考 へた。 其 時 は、 蒲団が もの を 包ん 

でゐ るので、 即 かひで ある。 さう して 外気に あたらな 

ければ、 中味が 変化 を 起す と考 へた。 完成した ときが 

みあれ である。 此は 昔の 人が、 生物の 様態 を 見て 居て 

考へ たこと であった かも 知れない。 

うつ . すつ . すだ つ • そだ つ 



話が 多少 複雑に なって 来たので、 こ ゝらで 単純に 戻し 

たいと 思 ふ。 

古い 言葉に、 此は うつぼに も 関係が あると 思 ふが、 ^ 

叫と 言 ふ 語が ある。 空. 虚、 或は 全の 字 を あてる。 熟 

語と して は、 うつ はた (全 衣) • うつむろ (空室) など 

が ある。 うつ は 全で、 完全に ものに 包まれて 居る 事ら 

しい。 このはな さくや 姫のう つむろ は、 戸な き 八尋殿 

を、 更に 土 もて 塗り 塞いだ と あるから、 すっかり もの 

に 包まれた、 窓の ない 室の 意で、 空の 室 を 言った ので 

はない と 思 ふ。 たゾ 其が、 空であった 場合 も あるので 

ある。 



うつに 対してす つと 云 ふ 語が ある。 うつに は 二通りの 

活用が ある。 うて • うて： つつ： つつる • うつれと 活 

く 場 A 口と、 うって • うって • うつ、 - うつ 、る-うつ、 

れと活 く 場合と、 此 二様が ある。 なげうつ は、 もの を 

投げた 時の 音の 聯想から、 うちつけ るに 感じが 固定し 

た 様で あるが、 古く はさう でなかった。 現在の 語感 か 

ら 古語 を 解剖す ると、 往々 誤り を 生じる。 此 なげう つ 

も、 ^^の 信仰に 照して 見る と、 どうして 此 語が 出来 

たか、 元の 形が 訣 ると 思 ふ。 

琉 球の 古語の すぢ ゆん は、 もの、 中から 生れ 出る こと 

を 意味した 語らし い。 此は 蘇生す る • 復活す るな どに 



近い 気分 を 持った 語で ある。 日本のう つに も、 其が あ 

る。 此すぢ ゆん の 語根 は、 他界から 来る 神 を 表し 

た 語らし く、 日本の^と 略、 同義語の 様で ある。 柳 

田 先生 は、 此 を、 我国の 古語 g (稜 威) と 一 つ 

ものに 見られた。 

3y は 「み TT^ を 祈りて」 とか 「TT^ のち わきに ちわ 

きて」 などの 用語 例に 入って 来る と、 多少 内容が 変つ 

て 来る が、 ほんとう は、 M 列と 引 列と が 近くて 区別の 

なかった とき、 いっと もうつ とも 言うたら しく、 ち は 

やぶる はい つ はやぶ るで、 またう つ はやぶ ると も 言う 

て、 魂の 荒ぶ る 方面 を 言うた の だが、 其が いっか、 神 



の 枕詞に なって しまうた。 恐らく、 さう した 暴威 を 振 

ふ 神の あった こと を考 へた 事から 出来た 語で あると 思 

はれる。 

とにかく、 琉 球の すぢと 日本のう つと は、 おなじ 意味 

の 言葉で ある。 すだつ は、 巣に 聯想が 向いた 為に、 期 

3^ と 説いて、 主として 鳥 を 聯想す る やうに なった が、 

語根 stu である 事を考 へれば、 すだ つ • そだつ は 同じ 

ものであると 見て ぃゝ。 すつ は、 一方す てると 言 ふ 意 

を 持つ 様になった。 ^^も、 うつぼ 舟 • うつせみ など、 

からつ ぼの 意に も、 目の ない もの、 意に も考 へられる 

様になった。 



うつ • すつ . すだ つ . そだつ は、 何れもた まの 出入に 

就いて 言うた 語で ある。 ^が もの、 中で なり いづ I 

I ある、 に 至る —— までの 期間に 用ゐた 言葉であった 

の だが、 其が いっか、 の 中に 出入す る こと を 表す 

動詞 ともなった。 もの、 中に 這 入って 来る 事を考 へた 

と 同時に、 外へ 出る 事を考 へた。 さう して 出る 方ば か 

りに 使 はれる 様になって、 這 入る 方の 考 へが 段々 薄ら 

いで 行った。 すだつ . そだつ は 其 の 代表的な 言葉 だ と 

見られよう。 

石 成長の 話 

日本に は、 古くから 石 成長の 話が ある。 また 漂 著 神の 



信仰が ある。 此も たま 成長の 信仰と 関係が あって 出来 

たもの だと 思 ふ。 が 成長 をす るのに、 何物 かの 中 

に 這 入って、 或 期間 を 過す と考 へた 事から、 其 容れ物 

として、 う つぼ 舟 • ひさ ごを考 へ、 また 衣類. 蒲団の 

様な ものに くるまる 事を考 へたので あるが、 更に 此た 

¥ は、 石の 中に も 這 入る と考 へた。 どうして 石の 様な 

もの、 中に 這 入る と考 へた か、 とにかく、 日本の 古代 

に はさう した 信仰が あった。 此が 後に、 ^^が 神に 飜 

訳せられ て考 へられる 様になる と、 神が 石になる と 信 

じられ る 様になった。 今度 ァ ルスの 児童 文庫の 中の 一 

冊と して 書かれた 柳 田 先生の 「日本 伝説 集」 にも、 石 



の 成長す る 話が 出て 居る が、 先生 はこれ までに も、 さ 

うした 石の 成長す る 話 をた くさん 書かれて 居る ので、 

「君が代 は 千代に 八千代に」 の 歌な ども、 単に 詩人の 空 

想から、 あ、 した 言葉 を 連ねた、 V けで はない。 既に 古 

くさう した 信仰が あって、 あの 歌 は 出来た の だと 論じ 

られた 事 も ある。 

どうして、 石の 様な ものが 成長す る、 と考 へたので あ 

らう か。 拾うて 来た 石が、 家に 帰りつ くまでに 大きく 

なった とか、 祠に祀 つたの がー 晚の 中に 大きくな つて 

祠を 突き破つ たと かいふ 話が、 数 限りなく 諸国に ある。 

古代人 はさう した 信仰 を もった。 小さい 間 は、 大きく 



なると 思うて 居る の だら うが、 其から 後 は 信仰で ある。 

目に 見えない 事 を 信ずる の だから、 信仰と いふより 外 

に、 説明の しょうがない。 どうして そんな 信仰 を 持つ 

様になつ たか。 先生に も 既に 説明が あつたが、 茲で少 

しばかり、 私の 考へを 述べて 見たい。 

神の 容れ 物と しての 石 

前に、 此石 成長の 話 も、 1^ 成長の 信仰と 関係が ある、 

木 や 竹の 中に 這 入って 成長す ると 考 へた^が、 石の 

中に も 這 入る、 と考 へたと 述べた が、 後世の 考 へから 

すると、 木 や 竹なら ば、 這 入っても 成長す る だけの 空 

間が あると 考 へられる が、 石の やうな もので は、 第一 



這 入る 事 も 出来ず、 其が 大きくなる など、 いふ 事 は、 

到底 考 へられない 事 だと 思 ふが、 昔 はさう 信じた ので、 

即、 たまが 其 中で 成長す ると 信じた ので、 成長して あ 

る 時期が 来る と、 前のう つぼ • たまご . ひさ ごの 場合 

の 様に、 やはり 石が 割れて 神が 出て 来る と考 へたので 

あるが、 其 石から 神が 出て 来る と 言 ふ 話の 中間の 一 部 

分 —— 石が 大きくな ると 言 ふ 一 部分 だけ —— が 発達し 

て 来たので、 遂に 我々 に は、 訣の わからぬ 話に なって 

了うた ので ある。 

人 や 動物が 化石した と 言 ふ 話 も、 実は この 信仰 の 中間 

に 出来た もの だと 思 はれる。 石の 中に^? が 這 入った 



とだけ を考 へる と、 人が 石に なった、 犬が 石に なった、 

と考 へる 様になる。 沖緦に は、 殊に さう した 話が 多い。 

此を 逆に 考へ ると、 死んで 石に なった との 考へも 出て 

来る。 ^6 姫の 化石 譚の 様な ものが 出来て 来る の だが、 

此考へ は 反対 だと 思 ふ。 

此 石が、 神の 乗り物. 容れ 物と 考 へられた 例が、 段々 

ある。 石が ぢっ として 居ないで、 よそから やって来る 

場合が ある。 石に たまが 這 入る と 言 ふ 信仰に は、 たま 

がよ そから やって来て 這 入る のと、 既に 入った ものが、 

他界から やって来 ると 考 へたのと、 此 二つが あった 様 

カタ イシ 

だ。 後者 は、 海岸に 殊に 多い。 古くから あった 像 石 信 



仰が 其で ある。 大 洗の 磯崎 神社の 像 石 は、 此 有名な 一 

つで、 一夜の 中に、 海中から 出現した 神 だ、 とい はれ 

て 居る。 

お ほくに ぬしと お ほ ものぬ しと 

お ほな むちと すくな ひこな とが 一 つものに 考 へられた 

に は、 理由が ある。 すくな ひこな が 他界から 来た 神で 

ある 事 は 前に 述べた が、 お ほくに ぬしの 命が、 此^^ 

な ひこな を 失うて、 海岸に 立って 愁 へて 居る と、 海原 

テラ 

を 光して、 依り 来る 神が あった。 「何者 だ」 と 問 ふと、 

ァラミ タマ ニギミ タマ クシ ミ タマ 

「俺 はお 前 だ。 お前の 荒 魂 • 和 魂 • 奇魂 だ」 と 答へ 

たと ある。 大和の 三輪 山に 祀 つたお ほ ものぬ しの 命で 



あるが、 此 三つの 魂が、 お ほな むちに ついて 居た ので 

ある。 に は、 形 はない が、 少 くと も此話 では、 光 

り を もって 居た 事が 考 へられる。 

日本の 神々 に、 いろ/ \ な 名が あるの は、 一 の 体に、 

いろくな 魂が 這 入る と考 へたからで、 其 魂に、 其々 

の 名が あるから だと 思 ふ。 元は、 体 は 自 の 容れ物 だ 

と考 へた。 三輪 山のお ほ ものぬ しの 命 は、 此神 自身 は、 

人格 を 具へ て 居ない、 即、 眼に 見えない 精霊で、 

ものぬ しの^ 其 ものが 示して 居る やうに、 純化した 

神で はない ので ある。 其で、 お ほくに ぬし 自身で はな 

いが、 又、 お ほくに ぬしで も ある 事になる ので ある。 
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かやう に 1^ だけが やって来る 事 も あり、 其が 体に く 

つつく 場合 も あり、 更に 此 たまが、 石に 這 入る 事 も あ 

り、 石に 這 入って やって来る こと も あると 考 へたので 

一 夜の 中に、 常世の 波に うち 寄せられて、 忽然と 石が 

現れ、 見る/ \ 中に、 大きくな つたと いふ 信仰 譚が、 

其処から 発生した。 石が 流れ 寄るな ど ゝは考 へられな 

い 事 だが、 ^^が 依り 来る 一 つの 手段と して、 こんな 

方法 を考 へたの だと 見れば よい。 其 所に 石 移動の 信仰 

も 生れた。 柳 田 先生の 生 石の 話が 其で ある。 

石が 大きくな つたと 言 ふ 話に、 石と 旅行 をした 話が 附 



随 して 居る ものが ある。 後世で は、 熊 野へ 行った とき、 

或は 伊勢へ 参った とき、 淡路へ 行った ときに、 拾うて 

来た 石と いふ 事に なって 居る が、 此は、 巫女の 類が、 

従来あった 石 成長の 話 を、 諸国に 持って 歩いた 印象が、 

残ったの だと 見られる。 

私 は、 恐らく 其 前に、 石 其 ものが あちこち 移動 をし、 

歩く もの だとい ふ 話が、 必 出来て 居た の だと 思 ふ。 そ 

れ がさう した 話に、 不審 を 懐く 時代に なって、 次の 携 

帯して 歩く 人の 話が 出来た のではなかった らう か。 

石 こづみの 風習 

此は、 石の 中に^が 這 入る、 と考 へた 事から 生じた、 



奈 良の 猿 沢 の 池の 石 こづめ 塚の 様な 伝説 も 出来た の で 

あるが、 元は、 山伏し 仲間の 風習であった。 其が、 後 

に は、 山伏し 以外の 者に も、 刑法と して 行 はれる 様に 

なった。 

併し、 山伏し 仲間で は、 此が 刑罰と して y はなく、 復 

活の 儀式と して 行 はれた 時代が あつたに 相違ない。 前 

に 述べた、 衣類 や 蒲団に くるまって、 魂が 完全に、 体 

にくつ、 く 時期 を 待った、 と 同じ 信仰の もので、 石の 

中には、 這 入る 事が 出来ない 為に、 石 を 積んだ ので あ 

る。 さう すると、 生れ 変る と 信じた ので ある。 

山伏し 生活の 起リ 



たまから たまし ひに 這 入って 見る と、 用語 例が、 さ 

まぐ に 混乱して ゐて、 自分に も、 賛成の 出来ない 様 

な、 矛盾した 気持ちで 話 をし なければ ならぬ が、 ^ 

とた まし ひとは、 並んで 居る の だから、 此 はどうして 

も、 別の ものと 考 へねば ならぬ。 たまし ひ は 1^ の^ 3 

で、 即、 火光 を 意味す る、 と 説明した 学者が あつたけ 

れ ども、 其 は 信じられない 説で ある。 少く とも、 第二 

義に 堕ちた 説明 だと 思 はれる。 やはり 実際に 使うて ゐ 

る 例から、 考 へねば ならぬ と 思 ふが、 大和 だまし ひと 

か、 其 外、 平安朝に 書かれた 用語 例な どで 見る と、 此 

は 知識で なく、 力量. 才能な どの 意味に 使 はれて 居る 



ので、 活用す る 力. 生きる 力の 意 を 持った、 極端に い 

へば、 常識と いふ ことに もなる ので、 或 学者 は、 大和 

魂 を 常識と して 説明した が、 其までに は考 へな くと も、 

少く とも、 働いて ゐる 力、 とい ふ 事に はなる ので ある。 

沖 網へ 行って 見る と、 此 二者の 使 ひ 方が、 明らかに 違 

ふ。 ^^は、 我々 の 謂 ふた まし ひの 事で、 たまし ひ は、 

ブ タマ シノ モノ 

才能. 技倆 を 意味す る。 ぶた ましぬ むん (不魂 之 者) 

と 言 ふの は、 器量の ない もの • 働きの ない ものと 言 ふ 

ことになるので、 平安朝 時代の 用語 例と、 非常によ く 

似た 近 さ を、 持って 居る ので ある。 

さう すると、 たまと たまし ひとの 区別 は、 どこに ある 



かと 言 ふ 事に なって 来る の だが、 其 説明 は、 簡単に は 

出来ない。 とにかく、 少く とも、 たまし ひと 言 ふ もの 

は、 目に 見える 光り を もった もの、 尾を曳 いた もので 

はない。 抽象的な もので、 体に、 這 入ったり 出たり す 

る ものが だった ので あるが、 いっか 其が、 此を具 

体 的に 示した、 即、 1^ のしん ぼる だった ところの 礦 

石 や 動物の 骨な ど だけが、 と 呼ばれ、 抽象的な も 

の、 方 は、 たまし ひと 言 ふ 言葉で、 現される 様になつ 

た。 大変な 変化が 起った 訣 である。 

此、 ^とた まし ひとの 区別に 就いては、 いづれ 機会 

を 見て、 もう 一度 話 をして 見たい と 思 ふ。 
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